
殿
地
荒
涼
滑
水
兼
0

分
明
捕
色
接
新
豊
J

開
天
蒐
軍
備
誰
語
｡

不
遇
津
陽
門
北
粛
o

清
后
行
宮
薯
蔀
荒
o

骨
経
常
既
倍
新
肱
o

只
今
田
光
司
門
鮪
｡

手
鼻
書
簡
洛
御
勘
｡

別

府

温

泉

温
泉
通
が
口
を
開
け
ば
別
府
は
九
州
の
舗
枚
だ
E

r,

ふ
が
'
其
所
在
の
地
理
的
関
係
か
ら
い
へ
ば
'
九
州
の

緒
紋
は
寧
ろ
島
原
の
雲
仙
温
泉
か
又
は
阿
蘇
か
霧
島
の

温
泉
を
以
t.J
之
に
常
つ
べ
き
で
あ
っ
て
､
別
雁
は
恰
か

も
軸
面
に
似
た
鹿
で
あ
る
､
併
し
熱
海
は
境
域
小
陰
で

到
底
別
府
の
蕊
勝
雄
大
に
及
ば
な
い
､
阪
帥
地
力
か
ら

下
之
佃
ま
で
急
行
列
革
を
利
用
す
れ
ば
約
十
八
時
間
で

連
す
る
事
が
出
水
､
汽
船
を
利
用
す
れ
ば
､
行
-
行
-

瀬
戸
内
面
の
望

爪
を
賞
翫

し
っ
ゝ
完

箱

で
別
府
に
行

-
串
が
出
凍
る
O

箱
根
､
熱
海
軌
光
の
外
客
や
京
洛
を
初
め
闇
兼
地
方

の
客
が
多
-
p
別
府
は
阪
神
地
方
よ
-
四
囲
､
中
閣
'

別

府

甑

泉

石

川

成

聾

九
洲
の
客
が
多
い
､
近
年
水
陸
の
健
を
利
用
し
て
苗
p

鮮
地
方
よ
-
の
洛
客
が
年
々
著
し
-
将
加
す
る
の
み
な

ら霊
弧
備
の
改
善
に
件
ふ
て
外
人
の
雑
溶
着
も
追
々
増

加
す
る
状
況
で
あ
る
.

昨
年
の
大
震
登

別
か
ら
我
邦
の
商
業
経
蹄
カ
の
中
心

紘
,
京
洛
地
方
か
ら
阪
神
地
力
に
移
-
つ
ゝ
あ
つ
た
が

震
災
後
は
､
愈
々

阪
神
地
方
の
経
折
カ
が
優
越
の
地
歩

を
占
め
雪

従
て
別
雁
挽
泉
の
繁
盛
は
箱
晩
熟
海
を
凌

駕
す
る
事
ビ
弟
っ
た
｡

貝

原
益

軒
象

の

農
園
紀
行
に
よ
れ
ば
､
今
よ
土

石

三
十
年
前
守

完
,
統
七
年
､
貝
原
鈴
の
豊
後
に
遊
ん
だ

頃
は
'
別
府
の
民
家
は
機
に
育
軒
計
-
で
あ
っ
た
様
子

三三

二

二

T
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地

球

で
あ
る
が
.
明
治
四
十
二
年
に
は
潰
脇
を
各
せ
て
戸
数

三
千
五
百
飴
に
達
し
p
今
は
正
に
約
五
千
月
に
増
加
し

て
屠
る
.
賓
際
聴
展
の
趨
勢
は
大
分
市
を
凌
恋
す
る
状

況
で
あ
る
か
ら
'
市
制
を
布
か
る
ゝ
の
も
決
し
て
遠

い

事

で
は

無
い'
今

年

既
に
九
州

の
東

海
岸
を
縫

ふ
て
延

岡
､
宮
崎
に

至
る

錯
塩
は
開
通
し
.
鰐
本
市
よ
-
阿
蘇

の
北
濃
を
経
p
九
州
中
部
を
横
断
し
て
大
分
市
に
出
づ

る
餓
迫
の
開
通
も
今
後
数
年
の
間
に
逼
-
､
別
府
地
方

各
組
泉
巡
-
の
電
車
も
愈
々
布
談
の
運
に
満
っ
て
居
る

か
ら
､
何
れ
も
別
府
の
聴
展
を
促
進
す
る
評
で
あ
っ
て

今
や
別
府
温
泉
は
決
し
て
九
州
の
別
府
で
な
-
し
て
.

賓
に
日
本
の
別
府
で
あ
る
'
否
東
洋
の
別
府
で
あ
る
か

も
知
れ
無

い
｡

別
府
温
泉
の
特
色
は
､
温
泉
の
【種
類
の
多

い
事
や
､

紺
屋
地
獄
や
海
地
獄
.
切
立
地
獄
､
血
の
池
地
獄
の
様

な
衆
披
LJ･,温
泉
巡
-
の
見
物
の
他
に
p
砂
助
､
蒸
勘
の

如
き
特
別
な
も
の
が
あ
-
p
木
質
の
制
度
､
入
湯
の
方

法
基
他

1
朝
の
客
気
が
開
放
的
平
民
的
'
家
族
的
で
元

雄

1
両
識
-
無

い
越
人
-
英
客
-
､
揮
怨
敵
和
せ
る

小

家
族
の
か
-⊥
親
睦
し
て
'
何
等
の
遼
慮
-
心
配
-
舵
…-

鱒
二
懸

弟

7
哉

]1-こ
脚

こ

こ

田

楽
し
-
調
過
の
静
の
中

に

浸
る
事

の
出
凍
る
瓢
に
在

る
0賓

陳
別
府
で
は
地
の
下
を
掘
-
さ
へ
す
れ
ば
.
河
鹿

か
ら
で
も
温
泉
が
湧
き
出
る
の
で
あ
る
か
ら
'
琴
光
だ

の
別
段
だ
の
)̂･J
い
ふ
事
は
無
-
'
市
内
数
個
魔
の
共
同

漁
の
他
.
数
十
軒
の
旅
館
に
悉
Y
内
勘
が
あ
る
の
み
な

ら
ず
'
雨
後
の
符
の
様
に
近
年
建
て
ら
れ
る
別
荘
に
も

各
個
に
内
湯
が
供

へ
ら
れ
､
停
車
場
や
埋
党
所
の
洗
面

に
ま
で
温
泉
が
用
ひ
ら
る
～
有
様
で
'
別
府
の
町
は
金

然
湯
の
上
に
浮
ん
で
屠
る
の
か
ビ
関心
は
る
ゝ
ば
か
-
で

あ
る

J
今
別
府
及
び
其
附
淀
の
壬
要
な
る
挽
泉
名
'
所
在
地

租
皮
､
泉
質
を
潜
れ
ば
次
の
通

-
で
あ
る
O

泉

名

所

在

地

泉

質

不
党
魚

油
且
那
別
府
町
別
府

炭
慨

泉

柑灼潮

浪

岡

同

米
縦
塊
(
放
り
池
)
同

渋
脇

食
脚
山塊

両
税
泉
(
満
邪
泉
)
同

同

族
懐
塊

絶
沌
鵜
(
竹
武
揚
)

別

府

町
別
府

炭
慨

性
KhgW覇
泉

=仙

汲

同

能
放
性
別
純
故

紙

鮎
川
汎
桝

同

同

汎
戊
(
珊
氏
)

四
九
度

四
八
度

六
C
鹿

五
六
度

五
丁
二
度

pq
M九
度

}
J

E

･
山
∪

頗



拭 地 海 仰 別

堀
E
の
韻

勾
和
洋
韻

上
目
の
･描

法
の
.:..･!

勲
の
5.･3

別
紙
.:.'!

円
の
.:3

､.イ
+
+

集
れ
純

金

の
純

鉄

の

泊

右
折
村
楢

立
石

HMHM

▲L

ガ.TL･ワ

朝

日
打

抜
絵

絹〓

私見

;
郡
紬
越
町

鞄
川

-‖一

′-一II

r
r

耶∫
:

大
分

郡
5.S

十村
芥
川

同

碓
贋
作
尿
耕
央

拭
授
托
凧
解
凍

竹山.I.d～
化
硫
肌
瓜

田
田
代
故
･:BJ
塊

･S
恨
僧
爪-
相

槌

｡3
校
惟

穂
苅
免

･3
癌
性

?･載
荻

合
疎
抜
惟
奴

災
相
性

%
･如
糸

目

I..(六
･
末
座

六

一
･
七
戊

四

九
･44
.度

叩
六
･托
凍

rd
.I.I-戊

<
七
･禿
戊

五
八
･O
戊

七
pq
戊

八
九
･LJ
煉

五
二
度

別

府

組

成

炭

恨

兼

は
第
ニ
雇

肘
か
ら
湧
出
す
る
･も
の
が
多
′＼

慢
性
の
･:目
脂
柄
.
子
宮
楠
久
は
柵
縦
系
統
の
揃
に
特
攻

が
ゐ
-
､硫
英
鬼
は
iii
に
新
火
山
山心
か
ら
湧
き
出
て
､皮

胴崩に
敦
能
が
潜
し
-
'
胡
瓜

は
刑
に
放
き
'
鴫
熱
血

は
約
化
船
柄
､吐
郁
器
崩
､咽
喉
鏑
に
敦
鵜
が
あ
る
ビ
捕

せ
ら
ろ
ゝ
'
兎
に
角
桁
進
の
鹿
北
的
敗
北
の
第

叫
は
､

心
機
の

7
鴨
に
あ
る
邦
勿
論
で
､土
地
は
高
松
描
秀
で
､

前
に
は
.<

:
:t

t頭

潤
の
製
海
･tq･,焚
け
'
後
に
森
々
L
J
る
常

山
を
e=;
ひ
'
佳
紹
な
る
眺
望
ビ
'
新
鮮
な
る
人
気
･,J
は

都
門
蓑
佐
和
よ
り
舵
出
し
て
雄
だ
人
に
'
如
何
に
も
炎
.

快
此
腸
を

㍍
成
せ
し
か
る
は
常
然
で
あ
っ
て
'
走
が
健

三
.如
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地

球

康
増
進
'

病
気
城
過
に
蹟
薯
な
る
効
果
あ
る
を
疑
ふ
鎗

,ン

]f

地
が
無

い
.
彼
の
岡
焼
門
露
の
泉
志

に

蓋
別
庶
不
下
線

†

､-

ニ

nハ

I:

以
二
温
泉

‥
致

申

繁
感

9

山
海
軍

義
勝

[

兼
百

二

滞
輝

?

ll

タ
カ
･

フ

チ

カ
ラ

敢

夏

不
二太
熟

?

北
背

峯
轡

｡
敢
冬
不

甚
塞

7

簡
便
tL

チ
･ン.h
l

チ

サ
..,プ
セ

ヲ

病
者

癒

二

滴
疾

T
酵

者

散

巾

恨
瞥

上

乗
ビ
い
へ
る
は
.
麓
-

這
般
の
消
息
を
志
し
て
居
る
O

別
府
に
は
又
海
地
獄
､
坊
弐
地
獄
､
血
池
地
獄
､
紺

屋
地
獄
､
八
幡
地
獄
等
所
謂
地
獄
ビ
耕
す
る
魔
が
数
多

在
る
'
前
記
の
如
き
開
脚
悦
髄
の
梅
架
境
に
接
近
し
て

地
獄
,̂J
名
け
ら
れ
L
J
鬼
の
あ
る
の
ほ
亦
田
白
き
封
照
で

あ
る
.
こ
の
地
獄
は
.
熟
泉
ビ
共

に
蒸
気
や
克
斯
を
噴

出
す
る
小
噴
気
口
の
族
在
す

る
塵
で
あ
っ
て
'
其
噴
出

口
の
附
近
に
泥
土
を
堆
粕
し
て
'
可
愛
ら
し
き
小
沢
火

山
の
模
型
が
樺
山
出
来
て
屠

る
鹿
が
坊
圭
地
獄
で
'
酸

化
班
の
虜
め
に
濁
赤
色
の
熱
湯
を
湛

へ
た
鹿
が
血
の
地

地
獄
､
藍
黒
色
の
物
凄

い
熟
地
の
在
る
塵
が
紺
屋
地
獄

ク
へ

で
あ
る
.
豊
後
風
土
.記
に

玖

楢

埋
薗
井
ビ
記
服
せ
る
は

こ
の
地
獄
の
こ
亡
で
あ
る
､
幣
後
風
土
記
｡
玖
楢
押
薗

-

ノ

カ
ンi･ワ

ノ

エ

井
在

J郡
固?
此
鈴
非
在
二那
西
河
鑑

.山轍
輪
)山
東
鉛
什
.0

tt

)

tL

H
H州
樫山外飾
り
職脚
色
醐耕
o
…駆
小常
不
i
仙抑
o
i
心酔
到
ニ∬升
滋
HO

節
二
番

節

一
班

云

六

三
三
天

チ

ス
レ
ハ

ス
心
｢

聴

レ
撃

大

言
鴛
鳴

涌

騰

二
攻
簡
許
D

其
気
概
熟
｡
不
レ
可

ク

レ
ふ

7
イ
り
ノ
.El

ニ南
限

?

線
遊

草
木
悉

償
肺

萎

｡
田
口

･L醸

湯

非

?

俗

野

.フ

ノ
ト

口

二

玖
情
理
湯

升

?

海
地
獄
に
は
､
尊
慮
に
破
れ
だ
可
燐
の
美
人
が
'
燃

ゆ
る
が
如
き
怨
恨
の
や
る
せ
な
さ
に
熟
地
に
投
じ
た
捷

威
な
る
情
話
が
造

っ
て
居
る
.
岡
鹿
門
霧
の
泉
意
中
に

tA
是
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
O

,

鰯
翰
付
従
二賓
舶
寺
山
北
二

里
近
.
所
在
墳
二出
熱
泉

?

エ

滞
日
t地

獄
叫
熟
度
就
烈
｡
取
二
千
仰
家
盈
熱
地
獄
小破
.

レ
ハ
エ

ク

ヲ

･.1

入

レ

相

磯
乗
衝

.
鼻

｡
浴
場
三
慮
.
発
作
〓
石
室
.｡
密
二間

エ

チ

蒸
束

?
就
レ
室
乾
絡
.

柑
菅
田
陣
｡
殿

々
噴

出
熟
慮

?

h

斗′

チ

蒸
気
騰
上
畢

裏

霧
之
状

?

就
而
職
レ
之
G
瞬
熱
薦
′

Il
ク

ヲ

時

間

二

沸
騰
般
響

?

1
池
泥
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衆
色

沸
教
境
遇
o

チ

撒
渦
状

｡

｢
油
日
∵渥
地
獄
O
揚
水
透
明
青

色
｡
熟
度

ス
ー
ハ

チ

ス

猛
烈
､
投

二
生

物

須
央
鍵
脚

O

農
園
紀
行
我
.
姉
婿
情

ヲ

】

意
投
-
身
.
全
身
沸
鯛
｡
唯
見
lニ髭
滞

歯
面

?

二
年
角

開
｡
･誤

野

馳
中
?

瞬
間
聴
欄
｡
唯
存
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角
?
或
此
地

変
従
も
六
町
｡

山
地
日
二
坊
主
地
獄
?
地
衣
三
四
間
｡
排
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チ

熱
勝
二
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泥

土

二
二
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女
O
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触
是
也
o
地
獄
の
は札
鬼
に
在
る
恭
助
ビ
北
ハに
p
別
府
温

泉
情
緒
の
膳
々
た

る
も
の
は
輝
岸
埠
所
の
御
薗
で
あ

る
○別

府
掩
埠
萌
の
周
囲
の
海
岸
砂
地
を

〓

7尺
掘
れ
ば

下
か
ら
視
点
が
湧
き
出
て
凍
る
か
ら
等
身
を
砂
中
に
埋

め
て
､
徐
ろ
に
施
糾し
軋
め
る
事
が
約回
氷
る
1
.即
すり
出仰
水

浴
ビ
況
泉
洛
ビ
が
同
時
に
出
凍
る
評
で
あ
っ
て
､
開
澗

な
る
蒼
容
や
碧
泥
を
眺
め
つ
～
､
悠
然
絡
蓮
を
坪
に
す

る
原
始
的
蕉
潜
気
分
は
.

一
寸
他
で
は
経
験
の
出
雑
ぬ

特
殊
の
興
趣
で
あ
る
｡

内

藤

南

城

崎

温

泉

明
治
三
十
五
年
六
月
先
生
但
馬
に
遊
ぶ
'
治
泉
紀
行

だ
題
し
て
.
同
年
六
月
よ
り
朝
日
新
聞
紙
上
に
現
は

れ
た
る
も
の
郎
是
れ
'
今

先
生

に
乞
ひ
て
両
雄
す
/̂)

い
ふ

｡

豊
岡
町
に
逢
せ
L
は
'
(六
月
七
且

午
後
七
時
頃
筏

-
R
,JO
豊
岡
は
但
馬
第

7
の
郡
骨
に
し
て
.
柳
行
李
の

名
産
あ
ら
O
出
石
よ
-
の
途
上
に
て
田
畝
の
間
に
折
々

見
た
る
､長
四
五
尺
に
超
え
や
し
て
肺
L･i
ど
の
如
-
.茂

生
せ
る
弱
柳
は
.
そ
の
原
料
だ
し
て
､栽
培
せ
ら
る
ゝ
ビ

城

崎

.E3

品

ぞ
'
小
域
湖
氏
に
少
憩
す
れ
ば
'

こ
の
地
の
町
長
'
原

庄
七
着
'
こ
ゝ
に
て
待
ち
倉
さ
る
｡
原
審
は
そ
の
減
幅

を
示
さ
る
べ
き
改
定
な
-
L
も
偶
家

に
僻
事
あ
-
て
果

さ
ず
だ
て
p

こ
～
に
待
脊
さ
れ
L
t･6-
E
｡
小
場
循
氏

も
好
事
の
人
に
で
､そ
の
所
蔵
な
る
.
山
陽
､盛
儀
'
米

山
人
Ld
.I/JTの
蓄
薪
堅

ホ
さ
れ
た

-
p
城
崎
よ
-
は
天
野

暴
威
君
'
今
朝
よ
り
出
迎

へ
層
れ
rI
だ
て
待
命
さ
れ
光

れ
ば
八
時
年
頃
同
じ
-
教
す
'
豊
岡
は
但
馬
の
腺
地
な

る
小
さ
き
平
原
の
中
火
に
あ

り
で
'
こ
れ
よ
-
倒
山
川

三

.屯

二
二
七


